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この資
し

料
りょう

は、平
へい

成
せい

27年
ねん

度
ど

 文化庁
ぶんかちょう

委託
い た く

事業
じぎょう

「生活者
せいかつしゃ

としての外国人
がいこくじん

のための日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

事業
じぎょう

」

により作成
さくせい

しています。 

 

内
ない

容
よう

については、平
へい

成
せい

28年
ねん

1月
がつ

時
じ

点
てん

の情
じょう

報
ほう

をもとにしています。 
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私
わたし

達
たち

の人生
じんせい

には、3種類
しゅるい

の大
おお

きな資
し

金
きん

（何
なに

かの目的
もくてき

のために用意
よ う い

するまとまったお金
かね

）が必
ひつ

要
よう

だと言
い

われています。住
じゅう

宅
たく

資
し

金
きん

（住
じゅう

宅
たく

に必
ひつ

要
よう

なお金
かね

）、教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

（教
きょう

育
いく

に必
ひつ

要
よう

なお金
かね

）、

老
ろう

後
ご

資
し

金
きん

（年
とし

をとってから必
ひつ

要
よう

なお金
かね

）です。これらの資
し

金
きん

を「人
じん

生
せい

の 3大
だい

資
し

金
きん

」と言
い

いま

す。 

この中
なか

で、教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

は子
こ

どもが大
おお

きくなるのにあわせて「いつ（何歳
なんさい

のときに）」「いくら

ぐらい」必要
ひつよう

かわかるので、準
じゅん

備
び

しやすいお金
かね

です。ただ、家
か

庭
てい

によって教
きょう

育
いく

方
ほう

針
しん

が違
ちが

い

ますから、必要
ひつよう

なお金
かね

も家
か

庭
てい

によって違
ちが

います。 
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表
ひょう

は小
しょう

学
がっ

校
こう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、高
こう

校
こう

、大
だい

学
がく

に進
しん

学
がく

した時
とき

にかかるお金
かね

です。 

小
しょう

学
がっ

校
こう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、高
こう

校
こう

でかかる 1年間分
ねんかんぶん

のお金
かね

は、授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

、教
きょう

科
か

書
しょ

代
だい

、給
きゅう

食
しょく

費
ひ

、遠
えん

足
そく

代
だい

、修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

代
だい

などです。私
し

立
りつ

の学
がっ

校
こう

の方
ほう

が、公
こう

立
りつ

の学
がっ

校
こう

より高
たか

いです。授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

などが

たくさんかかるためです。 

大
だい

学
がく

の 4年
ねん

間
かん

にかかるお金
かね

は、入
にゅう

学
がく

金
きん

、授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

、教
きょう

科
か

書
しょ

代
だい

、設
せつ

備
び

費
ひ

（大
だい

学
がく

の教
きょう

室
しつ

、体
たい

育
いく

館
かん

や食
しょく

堂
どう

、エアコンやパソコンなど）、実
じっ

習
しゅう

料
りょう

（色
いろ

々
いろ

な実
じっ

験
けん

や実
じっ

習
しゅう

にかかるお金
かね

）など

です。私
し

立
りつ

大
だい

学
がく

の方
ほう

が、国
こく

立
りつ

大
だい

学
がく

より高
たか

いです。 

国
こく

立
りつ

大
だい

学
がく

は文
ぶん

系
けい

も理
り

系
けい

も授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

は同
おな

じですが、私
し

立
りつ

大
だい

学
がく

は理
り

系
けい

の方
ほう

が文
ぶん

系
けい

より高
たか

いです。 

※医
い

学
がく

系
けい

の学
がっ

校
こう

にかかる教
きょう

育
いく

費
ひ

については書
か

いてありません。 

※学
がっ

校
こう

によって金
きん

額
がく

は変
か

わります。自
じ

分
ぶん

で正
ただ

しい金
きん

額
がく

を調
しら

べましょう！ 
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（１） 教
きょう

育
いく

費
ひ

が「いつ」「いくら」かかるか調
しら

べるために、教
きょう

育
いく

イベント表
ひょう

を作
つく

りまし

ょう。 

  「教
きょう

育
いく

イベント表
ひょう

」は 25 ページ、「学
がく

費
ひ

一
いち

覧
らん

表
ひょう

」は 26 ページを見
み

てください。 

こちらからダウンロードもできます。 

① まず、「教
きょう

育
いく

イベント表
ひょう

」の下
した

半
はん

分
ぶん

を記
き

入
にゅう

します。 

父親
ちちおや

と母親
ははおや

の年齢
ねんれい

は、経
けい

過年度
か ね ん ど

「0」の下
した

に今
いま

の年齢
ねんれい

を書
か

き、1歳
さい

ずつ数
かず

を増
ふ

やしま

す。子
こ

どもについては学
がく

年
ねん

（何
なん

年
ねん

生
せい

か）を書
か

きます。 

経
けい

過
か

年
ねん

度
ど

の上
うえ

に西
せい

暦
れき

（年
ねん

）を書
か

きます。 

② 「イベント」には子
こ

どもの学
がっ

校
こう

について書
か

きます。 

例
れい

：「○○小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

」、「○○中
ちゅう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

」など。 

③ 子
こ

どもの「学
がく

年
ねん

」の下
した

にその年
とし

の教
きょう

育
いく

費
ひ

を書
か

きます。 

教
きょう

育
いく

費
ひ

は、「学
がく

費
ひ

一
いち

覧
らん

」の資
し

料
りょう

を見
み

て、一
いち

覧
らん

の数
すう

字
じ

を書
か

きましょう。 

④ すべての子どもの「教
きょう

育
いく

費
ひ

」を足
た

して、その合計
ごうけい

額
がく

を「教
きょう

育
いく

費
ひ

合
ごう

計
けい

」に書
か

きまし

ょう。 

⑤ ④の「教
きょう

育
いく

費
ひ

合
ごう

計
けい

」の金
きん

額
がく

を上
うえ

の表
ひょう

に記
き

入
にゅう

して、グラフを作
つく

りましょう。 

※サンプルは 27 ページにあるので参
さん

考
こう

にしてください。こちらからも見
み

られます。 

 

（２） 教
きょう

育
いく

イベント表
ひょう

ができたら、次
つぎ

のことを確認
かくにん

しましょう。 

① 教
きょう

育
いく

費
ひ

が一番
いちばん

かかる（グラフが一番
いちばん

高
たか

くなっている）のはいつですか？  

② 教
きょう

育
いく

費
ひ

がかかるのはいつからいつまでですか。その時
とき

、誰
だれ

が家
か

計
けい

を支
ささ

えますか。

その人
ひと

は何歳
なんさい

ですか？ 
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教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

（教
きょう

育
いく

に必
ひつ

要
よう

なお金
かね

）を準
じゅん

備
び

するためのポイントは３つです。 

① 子
こ

どもが生
う

まれたら、できるだけ早
はや

くからお金
かね

をため始
はじ

めましょう。 

② 少
すこ

しずつのお金
かね

でも、長
なが

い間
あいだ

貯
た

め続
つづ

けると、たくさんのお金
かね

になります。 

③ 高校
こうこう

までにかかる教
きょう

育
いく

費
ひ

（教育
きょういく

のお金
かね

）は、借
か

りないようにしましょう。収
しゅう

入
にゅう

（自
じ

分
ぶん

で稼
かせ

いだお金
かね

）から出
だ

すようにします。 
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小
しょう

学
がく

生
せい

や中
ちゅう

学
がく

生
せい

の家
か

庭
てい

のために、「就学
しゅうがく

援
えん

助
じょ

制
せい

度
ど

」があります。全
すべ

ての家
か

庭
てい

で利
り

用
よう

できる

制
せい

度
ど

ではありませんが、学
がく

用
よう

品
ひん

（学
がっ

校
こう

で使
つか

う道
どう

具
ぐ

）や給
きゅう

食
しょく

などにかかるお金
かね

の一
いち

部
ぶ

を区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

に出
だ

してもらえます。お金
かね

は返
かえ

さなくていいです。 

 

利
り

用
よう

できるのは以下
い か

の方々
かたがた

です。 

① その区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

に住
す

んでいる 

② 子
こ

どもがその区
く

市町村
しちょうそん

の公立
こうりつ

の小
しょう

学
がっ

校
こう

や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

っている 

③ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けている または、前
ぜん

年
ねん

の所
しょ

得
とく

（「一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

」から、「その収
しゅう

入
にゅう

を得
え

るために必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

」を引
ひ

いた後
あと

の金
きん

額
がく

（利
り

益
えき

））が表
ひょう

の金額
きんがく

より少
すく

ない 
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高校生
こうこうせい

への支
し

援
えん

は、次
つぎ

の制
せい

度
ど

があります。「高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

制
せい

度
ど

」、「東
とう

京
きょう

都
と

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

奨
しょう

学
がく

のための給
きゅう

付
ふ

金
きん

制
せい

度
ど

」、「東
とう

京
きょう

都
と

育
いく

英
えい

資
し

金
きん

貸
かし

付
つけ

事
じ

業
ぎょう

」です。 

 

 「高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

制
せい

度
ど

」は、高校
こうこう

などの授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

の一
いち

部
ぶ

（または全
ぜん

部
ぶ

）を国
くに

が支
し

給
きゅう

してくれる制
せい

度
ど

です。「借
か

りる」お金
かね

ではないので、返済
へんさい

する（お金
かね

を返
かえ

す）必要
ひつよう

は

ありません。所得
しょとく

が 910万円
まんえん

より少
すく

ない家
か

庭
てい

が利
り

用
よう

できます。 

公
こう

立
りつ

高校
こうこう

の場
ば

合
あい

は、1年
ねん

間
かん

に 11万
まん

8,800円
えん

支
し

給
きゅう

されます。これは公立
こうりつ

高校
こうこう

の授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

と

同
おな

じ金
きん

額
がく

です。 

私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

は親
おや

の収 入
しゅうにゅう

によって支給
しきゅう

金額
きんがく

が違
ちが

います。11万
まん

8,800円
えん

から 29万
まん

7,000円
えん

の

間
あいだ

の金額
きんがく

です。支
し

援
えん

金
きん

は、家
か

庭
てい

で直接
ちょくせつ

お金
かね

を受
う

け取
と

るのではありません。各
かく

家
か

庭
てい

は、

授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

を支
し

払
はら

う時
とき

に、支
し

援
えん

金
きん

を引
ひ

いた差
さ

額
がく

を払
はら

います。授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

が 60万
まん

円
えん

で、支
し

給
きゅう

が 11万
まん

8,800円
えん

の場合
ば あ い

、60万円
まんえん

－11万
まん

8,800円
えん

の＝481,200円
えん

を支
し

払
はら

います。 

 

 「東
とう

京
きょう

都
と

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

等
とう

奨
しょう

学
がく

のための給
きゅう

付
ふ

金
きん

制
せい

度
ど

」は、授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

以
い

外
がい

で学
がっ

校
こう

にかかるお金
かね

（教
きょう

科
か

書
しょ

や学
がく

用
よう

品
ひん

、修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

費
ひ

など）の一
いち

部
ぶ

を支
し

給
きゅう

してくれる制
せい

度
ど

です。返済
へんさい

する

必要
ひつよう

はありません。東
とう

京
きょう

都
と

に住
す

んでいて、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けている家
か

庭
てい

、または非
ひ

課
か

税
ぜい

（住
じゅう

民
みん

税
ぜい

を払
はら

えるほどの収
しゅう

入
にゅう

がない）家
か

庭
てい

が、この制
せい

度
ど

を利
り

用
よう

できます。通学
つうがく

する

学校
がっこう

で申
もう

し込
こ

みます。詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は、まずは学校
がっこう

の先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

 

 「東
とう

京
きょう

都
と

育
いく

英
えい

資
し

金
きん

貸
かし

付
つけ

事
じ

業
ぎょう

」は、東
とう

京
きょう

都
と

に住
す

んでいて、学
がっ

校
こう

のためのお金
かね

が用
よう

意
い

で

きない家
か

庭
てい

が利
り

用
よう

できます。利子
り し

はかかりませんが、「いただく」お金
かね

ではなく、「借
か

り

る」お金
かね

ですから、あとで返
かえ

さなければなりません。通学
つうがく

する学校
がっこう

に申
もう

し込
こ

み、学校
がっこう

の

推薦
すいせん

を受
う

けて、生
せい

徒
と

本人
ほんにん

が申
もう

し込
こ

みます。利
り

用
よう

したい時
とき

は学
がっ

校
こう

に相
そう

談
だん

しましょう。詳
くわ

し

く知
し

りたい人
ひと

は、まずは学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

しましょう。 

 

東
とう

京
きょう

都
と

以
い

外
がい

でも同
おな

じような制
せい

度
ど

があります。学校
がっこう

の先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 
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教育
きょういく

資金
し き ん

をためるために、銀行
ぎんこう

などに預
よ

金
きん

する（お金
かね

を預
あず

ける）こともあるでしょう。 

銀行
ぎんこう

などを利
り

用
よう

するときには、次
つぎ

の言
こと

葉
ば

を知
し

っておくと便
べん

利
り

です。 

「利子
り し

（＝利
り

息
そく

）」は、銀行
ぎんこう

など（お金
かね

を預
あず

かった人
ひと

）が、預
よ

金
きん

者
しゃ

（お金
かね

を預
あず

けた人
ひと

）に払
はら

うお金
かね

です。皆
みな

さんが銀
ぎん

行
こう

にお金
かね

を預
あず

けると、銀行
ぎんこう

から預
あず

けたお金
かね

より多
おお

くお金
かね

を受
う

け取
と

る

ことができます。それが「利子
り し

（利
り

息
そく

）」です。 

利子
り し

の増
ふ

え方
かた

には、「単
たん

利
り

」と「複
ふく

利
り

」があります。 

「単
たん

利
り

」の場
ば

合
あい

は、「元本
がんぽん

（預
あず

けたお金
かね

）」に利
り

子
し

がつきます。 

「複
ふく

利
り

」は、「元本
がんぽん

（預
あず

けたお金
かね

）」ではなくて、「元本
がんぽん

＋利子
り し

」に利子
り し

がつきます。単
たん

利
り

よ

り利子
り し

の増
ふ

え方
かた

が大
おお

きくなります。 

 

元本
がんぽん

100万円
まんえん

、利
り

率
りつ

（利子
り し

のつく割合
わりあい

）10％（1年
ねん

）で考
かんが

えてみましょう。 

 

●「単
たん

利
り

」の場
ば

合
あい

、「毎年
まいとし

」10万
まん

円
えん

の利
り

子
し

を受
う

け取
と

ることができます。4年
ねん

間
かん

で受
う

け取
と

る金
きん

額
がく

は、元
がん

本
ぽん

100万
まん

円
えん

と 4回
かい

分
ぶん

の利
り

子
し

40万
まん

円
えん

、合
ごう

計
けい

140万
まん

円
えん

です。 

 

●「複
ふく

利
り

」の場
ば

合
あい

は、毎
まい

年
とし

、利
り

子
し

を受
う

け取
と

るわけではありません。 

1年
ねん

目
め

の利
り

子
し

10万
まん

円
えん

は元
がん

本
ぽん

に足
た

されます。110万
まん

円
えん

になります。2年目
ね ん め

は、その 110万円
まんえん

に

利子
り し

がつきます。利子
り し

は 110万円
まんえん

の 10％ですから、11万円
まんえん

です。110万円
まんえん

に 11万円
まんえん

が足
た

されて、121万
まん

円
えん

になります。3年目
ね ん め

は 121万円
まんえん

に利子
り し

12万円
まんえん

（＝121万円
まんえん

×10％）が足
た

さ

れて、133万円
まんえん

になります。4年目
ね ん め

は 133万円
まんえん

に利子
り し

13万
まん

円
えん

が足
た

されます。 

4年間
ねんかん

で受
う

け取
と

る金
きん

額
がく

は、元
がん

本
ぽん

100万
まん

円
えん

と利子
り し

46万円
まんえん

、合
ごう

計
けい

146万
まん

円
えん

です。 
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教育
きょういく

資金
し き ん

をためるために、「積
つ

み立
た

て」をしましょう。預金
よ き ん

の名前
な ま え

は銀行
ぎんこう

によって違
ちが

います

が、毎
まい

月
つき

決
き

まった金
きん

額
がく

をコツコツためる方法
ほうほう

です。預
あず

けたお金
かね

は減
へ

りません。「自
じ

動
どう

」「積
つみ

立
たて

」

という言
こと

葉
ば

のついた預
よ

金
きん

は、毎
まい

月
つき

決
き

まった日
ひ

に、決
き

まった金
きん

額
がく

が自分
じ ぶ ん

の預
よ

金
きん

口
こう

座
ざ

から積立
つみたて

預
よ

金
きん

口
こう

座
ざ

に移
うつ

されます。銀
ぎん

行
こう

に行
い

かなくてもお金
かね

が貯
た

まります。 

毎月
まいつき

貯金
ちょきん

をすると、表
ひょう

のようにたくさんのお金
かね

を貯
た

めることができます。子
こ

どもが 0歳
さい

か

ら中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒業
そつぎょう

まで、児
じ

童
どう

手
て

当
あて

を受
う

け取
と

る家
か

庭
てい

も多
おお

いですが、これを使
つか

わないで全
ぜん

部
ぶ

貯
ちょ

金
きん

す

ると、子
こ

どもが 15歳
さい

になるまでの 15年間
ねんかん

で 200万円
まんえん

以上
いじょう

をためることができます。 

 

＊児
じ

童
どう

手
て

当
あて

： 

日本
に ほ ん

に住民
じゅうみん

登録
とうろく

をした児
じ

童
どう

（高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

まで（18歳
さい

の誕
たん

生
じょう

日
び

後
ご

の最
さい

初
しょ

の 3/31 まで））で、

中
ちゅう

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

までの間
あいだ

、国
くに

からお金
かね

をもらうことができます。 

 0歳
さい

から 3歳
さい

未
み

満
まん

：全
ぜん

員
いん

、月
つき

に 15,000円
えん

 

 3歳
さい

から小
しょう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

まで： 

1 人
ひ と り

目
め

と2 人
ふ た り

目
め

の子
こ

どもは月
つき

に 10,000円
えん

、3人
にん

目
め

は月
つき

に 15,000円
えん

 

 中
ちゅう

学
がく

生
せい

：全
ぜん

員
いん

、月
つき

に 10,000円
えん

 

全
すべ

ての家
か

庭
てい

で利
り

用
よう

できる制
せい

度
ど

ではありませんから、住
す

まいのある区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

に聞
き

いて

みましょう。 
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教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

をためるために、「保
ほ

険
けん

」に加
か

入
にゅう

してもいいでしょう。保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

や JA共
きょう

済
さい

の「子
こ

ども保
ほ

険
けん

」、かんぽ生
せい

命
めい

の「学
がく

資
し

保
ほ

険
けん

」などがあります。 

保
ほ

険
けん

の良
よ

い点
てん

は、親
おや

が死
し

んでしまった場
ば

合
あい

でも満
まん

期
き

金
きん

（保
ほ

険
けん

期
き

間
かん

が終
お

わったときに受
う

け取
と

る

お金
かね

）を受
う

け取
と

ることができる点
てん

です。親
おや

が死
し

んでしまった後
あと

は、保
ほ

険
けん

料
りょう

は払
はら

わなくても

いいです。 

子
こ

ども保
ほ

険
けん

や学
がく

資
し

保
ほ

険
けん

は、希
き

望
ぼう

すれば子
こ

どもの医
い

療
りょう

保
ほ

障
しょう

を付けることもできます。ただ、

保
ほ

障
しょう

をつけると、その分
ぶん

、払
はら

うお金
かね

が多
おお

くなり、「元
がん

本
ぽん

割
わ

れ」（支
し

払
はら

うお金
かね

より戻
もど

ってくる金
きん

額
がく

が少
すく

ない）になることがあるので気
き

をつけましょう。 
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学
がく

資
し

保
ほ

険
けん

に加
か

入
にゅう

するときには、次
つぎ

の点
てん

に気
き

をつけましょう。 

保
ほ

険
けん

には、追
つい

加
か

でつけられる「おまけ」の保
ほ

障
しょう

契
けい

約
やく

があります。「特
とく

約
やく

」と言
い

います。学
がく

資
し

保
ほ

険
けん

に入
にゅう

院
いん

保
ほ

障
しょう

（子
こ

どもが入
にゅう

院
いん

した時
とき

にお金
かね

がもらえる契
けい

約
やく

）や災
さい

害
がい

保
ほ

障
しょう

（災
さい

害
がい

が起
お

こ

ったときに、被
ひ

害
がい

の大
おお

きさに応
おう

じてお金
かね

がもらえる契
けい

約
やく

）の「特
とく

約
やく

」をつけることもでき

ますが、「特
とく

約
やく

」をつけると、満
まん

期
き

（保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

から保
ほ

険
けん

金
きん

が支
し

払
はら

われる日
ひ

にち）に受
う

け取
と

る

お金
かね

は減
へ

ります。払
はら

ったお金
かね

の一
いち

部
ぶ

が特
とく

約
やく

の「契
けい

約
やく

金
きん

」として使
つか

われるためです。「特
とく

約
やく

」

に使
つか

われるお金
かね

が多
おお

いと、最
さい

後
ご

に受
う

け取
と

る金
きん

額
がく

が払
はら

った金
きん

額
がく

より少
すく

なくなって、「元
がん

本
ぽん

割
わ

れ」

することがあります。保
ほ

険
けん

を契
けい

約
やく

する時
とき

には、支
し

払
はら

うお金
かね

の合
ごう

計
けい

はいくらか、最
さい

後
ご

に受
う

け取
と

るお金
かね

はいくらか、金
きん

額
がく

を必
かなら

ず比
くら

べましょう。（どんな保
ほ

険
けん

を契
けい

約
やく

するときも同
おな

じです。） 
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教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

が不
ふ

足
そく

してしまった場
ば

合
あい

、すぐに借
しゃっ

金
きん

することを考
かんが

えないで、家
か

族
ぞく

の中
なか

で次
つぎ

の

ことをよく考
かんが

えてみましょう。学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

や信
しん

頼
らい

できる友
ゆう

人
じん

にも相
そう

談
だん

しましょう。 

 

お金
かね

を借
か

りる前
まえ

に、次
つぎ

のことを考
かんが

えてみましょう。 

1. 本
ほん

当
とう

に進
しん

学
がく

する必
ひつ

要
よう

があるのか 

学
まな

びたいことや、進
しん

学
がく

する目
もく

的
てき

ははっきりしていますか。たくさんのお金
かね

を使
つか

っても、

どうしてもやりたいことがありますか。 

2. 色
いろ

々
いろ

な学
がっ

校
こう

を調
しら

べてみたか 

夜
や

間
かん

の専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

や通
つう

信
しん

制
せい

の学
がっ

校
こう

なども調
しら

べてみましょう。学
がく

費
ひ

を安
やす

く抑
おさ

える方
ほう

法
ほう

がある

かもしれません。 

3. 手
て

元
もと

にいくら教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

があるか 

貯
ちょ

金
きん

はいくらありますか。進
しん

学
がく

のためのお金
かね

はいくら足
た

りませんか。もう一
いち

度
ど

、これか

らどれくらいお金
かね

が必
ひつ

要
よう

なのか確
たし

かめましょう。 

4. 奨
しょう

学
がく

金
きん

の利
り

用
よう

 

日本
に ほ ん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

（JASSO）や地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

、民
みん

間
かん

の育
いく

英
えい

団
だん

体
たい

、学
がっ

校
こう

や企
き

業
ぎょう

などが、奨
しょう

学
がく

金
きん

を出
だ

しています。返
へん

済
さい

の義
ぎ

務
む

がある「貸
たい

与
よ

型
がた

」が多
おお

いですが、返
へん

済
さい

の義
ぎ

務
む

がない「給
きゅう

付
ふ

型
がた

」もあります。 

まずは、「給
きゅう

付
ふ

型
がた

」から調
しら

べます。利
り

用
よう

することができない場
ば

合
あい

は、“借
か

りたお金
かね

だけ返
へん

済
さい

する”「貸
たい

与
よ

型
がた

（無
む

利
り

子
し

）」を調
しら

べてみましょう。最
さい

後
ご

に、“借
か

りたお金
かね

と利
り

子
し

を返
へん

済
さい

す

る”「貸
たい

与
よ

型
がた

（有
ゆう

利
り

子
し

）」の順
じゅん

に調
しら

べてみましょう。 

奨
しょう

学
がく

金
きん

の例
れい

は、18 ページに紹
しょう

介
かい

しています。 

5. どうしても必
ひつ

要
よう

なら、教
きょう

育
いく

ローンの利
り

用
よう

 

とても進
しん

学
がく

したいが、どうしても資
し

金
きん

が足
た

りない場
ば

合
あい

、教
きょう

育
いく

ローンで親
おや

がお金
かね

を借
か

り

なければなりません。 

教
きょう

育
いく

ローンの例
れい

は、21 ページに紹
しょう

介
かい

しています。 

 

貸
たい

与
よ

型
がた

の奨
しょう

学
がく

金
きん

や教
きょう

育
いく

ローンは、「借
しゃっ

金
きん

」です。将
しょう

来
らい

、返
かえ

さなくてはなりません。返
かえ

す

ことまで考
かんが

えて、利
り

用
よう

するかどうかを決
き

めましょう。 
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奨
しょう

学
がく

金
きん

などを申
しん

請
せい

するときは、「給
きゅう

付
ふ

」「貸
たい

与
よ

」「無
む

利
り

子
し

」「有
ゆう

利
り

子
し

」という言
こと

葉
ば

を覚
おぼ

えてお

きましょう。 

「給
きゅう

付
ふ

」は、お金
かね

を返
へん

済
さい

する義
ぎ

務
む

がありません。お金
かね

は返
かえ

さなくていいです。 

「貸
たい

与
よ

」は、お金
かね

を返
へん

済
さい

する義
ぎ

務
む

があります。お金
かね

は返
かえ

さなければなりません。「借
しゃっ

金
きん

」で

す。 

「貸
たい

与
よ

」には、「無
む

利
り

子
し

」と「有
ゆう

利
り

子
し

」があります。「無
む

利
り

子
し

」は、利
り

子
し

がつかないので、借
か

りた金
きん

額
がく

だけを返
かえ

します。「有
ゆう

利
り

子
し

」は、利
り

子
し

がつくので、借
か

りたお金
かね

と利
り

子
し

を返
かえ

さなけれ

ばなりません。 

  

お金
かね

を借
か

りるときは、カードローンは利
り

用
よう

しないでください。簡
かん

単
たん

に借
か

りることができま

すが、利
り

子
し

がとても高
たか

いです。 
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教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

の準
じゅん

備
び

が間
ま

に合
あ

わなくて、教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

が足
た

りない場
ば

合
あい

には、お金
かね

を借
か

りることも

考
かんが

えなければなりません。まずは、「奨
しょう

学
がく

金
きん

」です。 

 

「奨
しょう

学
がく

金
きん

」は、子
こ

どもが受
う

け取
と

るものです。奨
しょう

学
がく

金
きん

には、「貸
たい

与
よ

型
がた

」と「給
きゅう

付
ふ

型
がた

」があり

ます。「貸
たい

与
よ

型
がた

」は返
へん

済
さい

しなければなりませんが、「給
きゅう

付
ふ

型
がた

」は返
へん

済
さい

しなくていいです。「貸
たい

与
よ

型
がた

」は子
こ

どもの借
しゃっ

金
きん

です。日本
に ほ ん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

（JASSO）の奨
しょう

学
がく

金
きん

は多
おお

くの学
がく

生
せい

が利
り

用
よう

し

ています。これは、返
へん

済
さい

が必
ひつ

要
よう

な「貸
たい

与
よ

型
がた

」の奨
しょう

学
がく

金
きん

です。第
だい

1種
しゅ

と第
だい

2種
しゅ

があります。第
だい

1種
しゅ

は利
り

息
そく

がつきません。成
せい

績
せき

が良
よ

くないと、受
う

けることができません。第
だい

2種
しゅ

は利
り

息
そく

がつ

きますが、第
だい

1種
しゅ

より借
か

りやすいです。 

「奨
しょう

学
がく

金
きん

」は、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

や民
みん

間
かん

の育
いく

英
えい

団
だん

体
たい

、学
がっ

校
こう

など、色
いろ

々
いろ

なものがあります。 
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奨
しょう

学
がく

金
きん

を借
か

りた場
ば

合
あい

の返
へん

済
さい

（どのくらいの期
き

間
かん

、いくらぐらい返
へん

済
さい

するかの）例
れい

です。 

日本
に ほ ん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

（JASSO）から、第
だい

2種
しゅ

（利
り

息
そく

付
つ

き）で、2,400,000円
えん

（月
つき

5万
まん

円
えん

、4年
ねん

間
かん

）

を借
か

りました。利
り

率
りつ

は 3.0％でした。 

15年
ねん

間
かん

で返
へん

済
さい

する場
ば

合
あい

、毎
まい

月
つき

16,769円
えん

返
かえ

します。15年
ねん

間
かん

で、返
へん

済
さい

する金
きん

額
がく

の合
ごう

計
けい

は

3,018,568円
えん

になります。借
か

りた金
きん

額
がく

よりも、618,568円
えん

多
おお

いです。 

 

返
かえ

さないでそのままにしていると、毎
まい

年
とし

5％ずつ、「延
えん

滞
たい

金
きん

」も払
はら

わなければなりません。例
たと

えば、200万
まん

円
えん

を 1年
ねん

間
かん

返
へん

済
さい

しないでいると、10万
まん

円
えん

の延
えん

滞
たい

金
きん

もプラスで払
はら

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 20 
 

 

 

  

日本
に ほ ん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

（JASSO）のホームページです。日本
に ほ ん

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

機
き

構
こう

の奨
しょう

学
がく

金
きん

など、詳
くわ

し

いことは自
じ

分
ぶん

で確
かく

認
にん

しましょう！ 
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どうしても進
しん

学
がく

したいが、資
し

金
きん

が足
た

りない場
ば

合
あい

、「教
きょう

育
いく

ローン」で親
おや

がお金
かね

を借
か

りなければ

なりません。国
くに

の教
きょう

育
いく

ローンのほかに、民
みん

間
かん

銀
ぎん

行
こう

の教
きょう

育
いく

ローンなどもあります。 

 

親
おや

の借
しゃっ

金
きん

となるため、親
おや

の老
ろう

後
ご

資
し

金
きん

の貯
ちょ

金
きん

に影
えい

響
きょう

が出
で

るかもしれません。家
か

族
ぞく

の中
なか

でよく

話
はな

し合
あ

い、学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

とも相
そう

談
だん

してどうするか決
き

めましょう。 
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上
うえ

の表
ひょう

は、“奨
しょう

学
がく

金
きん

”と“教
きょう

育
いく

ローン”について、まとめています。よく見
み

てみましょう。

どちらが自
じ

分
ぶん

に合
あ

っていますか？ 

 

借
しゃっ

金
きん

はしない方
ほう

がいいものですから、最
さい

後
ご

の手
しゅ

段
だん

です。借
か

りる前
まえ

に、学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

や信
しん

頼
らい

で

きる友
ゆう

人
じん

、住
す

んでいる地
ち

域
いき

の社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

にも相
そう

談
だん

してみましょう。 

それでも教
きょう

育
いく

資
し

金
きん

が足
た

りない場
ば

合
あい

は、奨
しょう

学
がく

金
きん

か教
きょう

育
いく

ローンを利
り

用
よう

することになります。 

2 つの中
なか

では、“奨
しょう

学
がく

金
きん

”の方
ほう

がいいかもしれません。理
り

由
ゆう

は、①金
きん

利
り

が教
きょう

育
いく

ローンより

も低
ひく

い、②卒
そつ

業
ぎょう

した後
あと

に返
へん

済
さい

が始
はじ

まるので、在
ざい

学
がく

中
ちゅう

は勉
べん

強
きょう

に集
しゅう

中
ちゅう

できる、からです。 

 

何
なん

度
ど

も繰
く

り返
かえ

しますが、できるだけ「借
しゃっ

金
きん

」をしなくていいように、よく考
かんが

えましょう。 
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保
ほ

険
けん

やローン、奨
しょう

学
がく

金
きん

など、お金
かね

についての契
けい

約
やく

はすぐにその場
ば

でサインをしないように

しましょう。日本
に ほ ん

語
ご

がよく分
わ

からない場
ば

合
あい

は、日本
に ほ ん

語
ご

がよく分
わ

かる人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に、契
けい

約
やく

の内
ない

容
よう

をしっかり確
かく

認
にん

しましょう！ 
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覚
おぼ

えておきたい教
きょう

育
いく

費
ひ

のことば 

ことば 意
い

味
み

 スライド

No 

収
しゅう

入
にゅう

 給
きゅう

与
よ

やボーナスなど、一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

金
きん

額
がく

 6, 7 

所
しょ

得
とく

 「一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

」から、「その収
しゅう

入
にゅう

を得るために必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

」

を引
ひ

いた後
あと

の金
きん

額
がく

（利
り

益
えき

） 

7, 9 

利
り

子
し

（＝ 利
り

息
そく

） お金
かね

を預
あず

かった人
ひと

（＝銀
ぎん

行
こう

など）が払
はら

うお金
かね

 10, 11, 15, 

16, 17，18，

19 

‐単
たん

利
り

 預
あず

けたお金
かね

に利
り

子
し

がつく 10，11 

‐複
ふく

利
り

 預
あず

けたお金
かね

＋利
り

子
し

に、さらに利
り

子
し

がつく 10，11 

元本
がんぽん

 最
さい

初
しょ

に預
あず

けたお金
かね

 10，11 

積
つ

み立
た

て 銀
ぎん

行
こう

などに毎
まい

月
つき

決
き

まった金
きん

額
がく

を預
あず

けてお金
かね

を貯
た

める 12 

特
とく

約
やく

 特
とく

別
べつ

な条
じょう

件
けん

をつけた契
けい

約
やく

 14 

元
がん

本
ぽん

割
わ

れ 預
あず

けたお金
かね

より戻
もど

ってくる金
きん

額
がく

が少
すく

ない 13，14  

給
きゅう

付
ふ

 返
へん

済
さい

する義
ぎ

務
む

のないお金
かね

をもらうこと 8，9，15，

16，17，18 

貸
たい

与
よ

 返
へん

済
さい

する義
ぎ

務
む

のあるお金
かね

を借
か

りること＝借
しゃっ

金
きん

 8，15，16，

17，18，22 

‐無
む

利
り

子
し

 利
り

子
し

がつかない。借
か

りた金
きん

額
がく

だけ返
へん

済
さい

する 15，16，17 

‐有
ゆう

利
り

子
し

 利
り

子
し

がつく。借
か

りた金
きん

額
がく

と利
り

子
し

を返
へん

済
さい

する 15，16，17 

延
えん

滞
たい

金
きん

 期
き

限
げん

までにお金
かね

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

に、追
つい

加
か

で納
おさ

めなければいけない

お金
かね
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作
さく

成
せい

 ワーカーズ・コレクティブ生
せい

活
かつ

クラブ FP の会
かい

 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

さぽうと２１（本
ほん

教
きょう

材
ざい

の責
せき

任
にん

者
しゃ

：矢
や

崎
ざき

 理
り

恵
え

） 

 

 

 

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

さぽうと２１ 

〒141-0021 東
とう

京
きょう

都
と

 品
しな

川
がわ

区
く

 上
かみ

大
おお

崎
さき

 2-12-2 ミズホビル 6階
かい

 

Tel：03-5449-1331 Fax：03-5449-1331 E-mail：info@support21.or.jp 

Homepage：http://www.support21.or.jp 

 

mailto:info@support21.or.jp

